




















































































































1.はじめに

本研究の一つの重要な目的は、晩婚化に伴って増える高齢妊娠のハイリスク性について、

リスク要因の洗いだしとお互いの因果関係を分析することである。しかし、この目的を信

頼性の高い値として得る為には、多量の無作為に抽出した被験者について妊娠初期から分

娩後までの長期に渡る詳細な経過情報が必要である。統計学的にはデータの無作為性が重

要であるが、短い研究期間で充分な量のデータを無作為に集めることは、それ自体、至難

の技である。昨年度は、調査項目の妥当性を分析する目的もあり、過去のデータを用いた

Retrospective な調査分析を行った。そこで得られた経験から本年度の Prospective 研究

の調査用紙が作成され、調査が実行に移された。得られた結果の臨床的な意味については

本研究の他班が分担している。これらの分析の為に素データをコンピュータ可読な形で提

供した統計班としては、得られた集計データを可能な限り紙面に残し、後の利用に供する

ことが重要であろう。データの臨床的な意義については他班に委ねるとしても、データの

全体的な特徴について、特に昨年度のRetrospective 研究と本年度の Prospective 研究の

相違についての分析は本研究の総計班が行うべき任務であろう。


